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に加え松本ともこさんをDJに迎えるなど、夕方帯はグッド
ミュージックを届けるゾーンになりました。
自社番組の目玉としては、SING LIKE TALKING 佐
藤竹善さん自身初となるAMラジオレギュラー番組『佐藤竹
善 from Sing Like Talking 「レコード部屋」』〔月
18:00〜18:30〕がスタートしました。 ‘70〜’90年代の
洋・邦楽を中心に、アーティストについて、楽曲のエピソード
について、“ラジオ”と“音楽”を知り尽くした竹善的視点でそ
の魅⼒を語ります。SBSラジオでしか味わえない、AM的な
空気感と音楽を⼤切にした、トーク＆ミュージックプログラム
です。
新編成がスタートした直後、新型コロナウイルスの影響で、
毎日が手探り状態の放送ですが、SBSラジオは引き続き、
リスナーに寄り添った放送に努めて参ります。

SBSラジオは2017年４月に⼤きな改編を⾏いました。そ
れから丸3年、様々な課題を解決するため平日の生ワイド
番組を中心に⼤改革しました。まずは、放送時間の⾒直し
です。生活者のライフスタイルとワイド番組の枠切りとのズレを
是正するため、朝を7〜9時、午前・昼を9時〜12時台、
午後を13〜16時、夕方帯を16〜18時台とし、それぞれ
のシーンに合わせた番組作りや魅⼒あるコンテンツを編成し
ました。具体的には、朝のワイド番組『IPPO』〔月-⾦〕を
7:00〜9:00、午前・昼ワイド『鉄崎幹人のWASABI』
〔月-木〕、『上田朋子のGoing My West』〔⾦〕を9:00〜
12:35に、午後の新ワイド番組として『内⼭絵⾥加の ふくわ
うち』〔月-木〕、『⾦曜の ふくわうち』〔⾦〕を13:00〜
16:00に編成しました。また、『MUSIC CROSSOVER』を
⽕曜から⾦曜日の16:30〜18:00に枠⼤し、鮎貝健さん
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